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序
F.R.リー ヴ ィスが,名 著D.H.Lawrence:Novelistにお いて 『恋す る女
た ち』 を彼 の最高傑 作で ある と賞 賛 して以来,彼 の第5作 目の長編小説






ロレンス研究者 はこの小説の主題 とスタイルがオ リジナルであ り,現
代文学において重要性なものであると論 じている。『恋する女たち』の
世界には,個 人及 び社会集団の暴力 と憎悪 ・退廃が充満 しているが,そ
れは この小説が第一次世界大戦中の1916年に書 き上げ られ,ロ レンス
の人間の運命に対する絶望感が反映 しているためである。この小説が書


















スキーが指摘 しているように,こ れは 「戦争小説」である3)。この小説
が主題 としている戦いは国家 と国家の戦いではな くて,個 人 と個人つま
り親と子,男 と女,夫 と妻,雇 主 と使用人の戦いであり,ま た相反する
思想と思想の戦 いである。これ らの戦いは,現代の人間が生きている社
会状況 ・歴史展開から生 じたものであ り,『恋する女たち』は現代機械
文明社会の本質 を余すところなく描写 していると言えよう。
『恋する女たち』の暴力に満ちた世界は機械組織 に支配 されている。
人間は何 ものかに束縛され閉 じ込められている。「閉 じた」,「封 じる」,




思われる。彼 はこの不 自然な状態から有機的で 自然な世界を目指 し,自




かった 「闇」 とい う新たな思想を唱道することによって,世 界の革新を
目指 している。 これまで 『恋す る女たち』の重要な主題である 「闇」に
っいて論 じられた論文は数多いが,ロ レンスの思想の中核が書かれてい
るこの作品において,彼 の 「闇」の公式化について論 じた論文はほ とん
どない と思われる。
筆者は,本 論において,ロ レンスの 「闇」の思想が 『恋す る女たち』
において一つの頂点に立 ってい ることを論 じたい。彼の 「闇」の思想
が,こ の作品において初めて公式化 されたことが,『恋する女たち』が
最高傑作 とされている一因になっていると思われる。では,ロ レンスの
「闇」はどのよ うに公式化 されているのであろうか。先ず,① ロレンス
の 「闇」 は常識的な冷たい闇に対 して 「暖かな闇」である。現代世界の
「人工の光」の重視か ら目を転 じて 「闇」を認識することの必要を説い
ている。更に② 「闇」 と 「光」 という二元の均衡 を重視 している。 これ
は男女の理想的な釣 り合いを説 くバーキンの 「星の均衡」の思想 に表れ
ている。 また 「シングルネス」(singleness)の思想 も二元の均衡 に関
わっている。③ 『カンガルー』でロレンスの代弁者である主人公サマー
ズによってキリス ト教の愛の神に対立する神 として登場する 「黒い神」
の仲立ち人である 「黒い男」が,初 めてバーキンによって体現 されてい
る。「闇」についての これら3つ の公式化が 『恋する女たち』 において
具体的にどのように描かれているかを本論で述べたい。
1暖 かな 「闇」

























二人 はその後 車 で町 へ向か うが,暗 い車 中でアー シ ュラはバー キ ンを
見 つめて,彼 を 「エジプ トの フ ァラオ」 のよ うで ある と思 う。エ ジ プ ト














バーキンは 「白い世界」を嫌 い 「闇」を愛する男であ り,かつ暖かな
エジプ トとい う異教の国 と関連づ けられている。上の引用では,「魔法
の」,「神秘的」,「闇の力」 という言葉が表れているが,こ のような言葉
はロレンスの他の小説で も多用されている。これ らの言葉 はキ リス ト教
と相容れない異教性を感 じさせる。
この小説の最後では,バ ーキンは全てを捨ててどこかへ行 こうとアー
シュラに語 り,二人はもっ と暖かな所へ行 きたいと思う。具体的にはイ
タリアを挙げている。彼はチロルの山中にいるときその静けさ と冷たさ



























「深遠な闇」,「破 られない闇」を通過 して 「底のない空間」に落ちて
行 くという表現 は,ジ ョン ・ミル トンのParadiseLostにおいて,神 の軍
隊に敗れたサタンの軍隊が暗黒の闇の中を地獄 まで落ちて行った という
描写5)を連想 させ る。 しか しバーキンとアーシュラは 「救いの楽園」へ
落ちて行ったのであ り 「命の種」 として落ちて行ったのである。ここに
もキ リス ト教の伝統に反抗す る思想が表れていると思われ る。 「理性」
を拒否 して 「非理性」の楽園を目指 して二人は落ちて行 く。 このような




いる。「湖上パーティ」の章では,バ ーキンが反発を感 じなが らもこの
上な く愛情を寄せている男性 ジェラル ドの家であるクライチ家でのパー
ティが描かれている。最初は華やかで賑やかなパーティであったが,最
後の方でクライチ家の若夫婦であるローラとその夫が湖の中で溺れて死
ぬという事件が起 きる。 これ以前にバーキンは,人生 には 「生へ向かう
銀色の流れ」 と 「死へ向かう暗黒の流れ」が存在するが,人 々は普通は
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ロレンスの 「闇」の思想には,こ のように破壊的な意味を持つ闇 と建
設的な意味を持つ闇が含まれているのだが,こ れまで西欧のキリス ト教
世界では,闇 を破壊的な要素を持つ ものとだけしか捉えておらず,ロ レ
ンスは闇の建設的要素を唱えた点に彼の作品のオ リジナリティが存在す






と述べ,H.M.ダレスキが 「崩壊」 を否定的にのみ捉えていると反論 し
ている6)。筆者は,ク ラークに賛同す る。ロレンスは二元論を唱道 して
お り,物事の意味には両面的要素があるのである。
建設的な 「闇」 と破壊的な 「闇」の分岐点を表わ しているのが,「トー
テム」の章でボヘ ミアンたちがその一人のアパー トで見 たアフ リカの

























バーキンは,こ の トーテムが南方民族の熱による破壊の道 を示唆 して
い ると考 えている。南方民族の この女性像 の トーテムは 「ほっそ りし
た」,「長 い」,重い」,「優雅 な」 とい う形容詞で表わされ ているが,
ジェラル ドに代表 される北方民族 も同 じような形容詞で表現されてお
り,甲虫やそれに類す る昆虫のイメジャリーが溢れていることにより分
か る。つまり北方民族 も今やその崩壊の極地 まで達 したということなの
である。そして今や時代は北方志向か ら南方志向へと転回 しなければな
らないとバーキンには思われ るのである。「南方」 は,女性の トーテム
が表わ している官能の世界 と思われる。ゆえにバーキンの思想によれば
「官能」イコール 「無意識」イコール 「暖」イコール 「善なる闇」 とい
う公式が出来上が るのである。 これに対 してジェラル ドの世界では 「人
工の光」イコール 「理性」イコール 「意識」イコール 「冷」 とい う公式
が存在する。ロレンスは,後者の公式を持つ現代機械社会を批判 して前
者を唱えたのである。『恋する女たち』 において,彼 が唱えた思想を理
解す るに当 り,後者の代表であるジェラル ドとプサムの破壊的側面を見
てみよう。
先ずプサムであるが,酒 場ポンパ ドールでバーキンとジェラル ド及 び
ボヘミアンが登場 し,そ こで唯一の女性であるプサムはボヘミアンの一
人であるハ リディの愛人であ り,娼婦のような女性である。彼女はジェ
ラル ドに子供のように未熟な感 じを与えるが,二 人 は一夜を共にす る。
彼女 と別れてからジェラル ドは彼女に金を渡すべ きであった と後悔す
る。このように金を媒介にしていろいろな男 と関係 を持ち,ハ リディと
関係 して無責任 な妊娠をす るプサムは,退 廃的な人間である。彼女 と






















トの ファラオのよ うに座 るバーキンとアーシュラと対比 されてい る。
バーキンとアーシュラが 「シングルネス」を達成 した人間 として描かれ
ているのに反 してジェラル ドとプサムは互いに依存 しあう人間であり,
ロレンスによ り批判されている存在である。ジェラル ドは,父 親が亡 く
なった後炭坑を機械化 して経営す ることになる産業王であ り現代機械文
明社会の成功者であり代表者である男 として描かれている。機械は 「冷
たい」ものである。彼は北方的美,氷 の結晶に反射された太陽光線のよ
うな美を備え,均 整の取れた体格 あ り余るエネルギーと意志を持った
男 らしさを備 えていて,外 見上も内面上も北方的な人間であることが強
調されている。 しか し彼の人物像には両面性がある。彼は 「非常に新鮮
で世間の風に当っていない純粋な感 じ」 と 「静かな邪悪さと押さえられ
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ぬあぶなっか しさ」を持 って いる。「湖上パーテ ィ」の章 において,
ジェラル ドの悲劇性は明白になって くる。 この時彼は,機 械 に挟 まれた
ために右手を怪我 している。彼の意志の担い手である手の怪我は彼の意
志が損なわれることの暗示であると同時に,彼 が 自分の墓穴を掘ってい
ることを暗示 している。 これまで彼 には不可能なことはなかった。だが
彼は溺死 した自分の妹 とその夫を救えなかった。そして水中に潜 った彼
は 「地獄の冷たさ」を体験 し,自 分の家族の特徴に思い至 る。 それは
「一度 ことが間違 うと再び正 しくならない」 ということで,彼 が幼 い頃
弟を事故で殺 し旧約聖書中のカインのように区別 された存在であったこ
とである。炭坑主 としてのジェラル ドの最大の目標 は,地 下に眠る石炭
を可能な限 りの手段を用いて,で きるだけ多 く掘 り出す ことである。そ
のために彼 は鉄のような意志で,容 赦なく無駄を切 り捨て るのである。
炭鉱夫たちは巨大な機械の歯車の一つであ り,ジ ェラル ド自身 も機械的
組織に組み込 まれている。機械 とは人工の産物であり自然に対立す るも
のである。「炭塵」の章 における,彼 のアラブ牝馬の非情 な扱い方や暴
力に寄る兎の支配には,動 物 に対する人間の意志力行使の思い上が りが
ある。また汽車に脅える馬の姿は人工 と自然の対立を表わ してお り,ロ
レンスの立ち場は馬の側にあって,機 械に対す る彼 の恐怖感を表わ して
いる。ジェラル ドの行なう自然 との格闘,つ まり人間が万物の中心であ






唆 している。ジェラル ドの恋人になったが最後には彼を死に追 いやるこ





立 して描かれている。ジェラル ドは,ま さしく北方民族の文明の極限を
擬人化 した人物である。つまり,バーキンがアーシュラと一緒 に暖かな
南方へ旅立とうとしている状況 とは対比 されている。ジェラル ドとグッ
ドルーンが雪に囲まれたチロルの山小屋から眺める光景は,出 口のない
場所 として書かれている。この場面 は,ジ ェラル ドは出口のない世界に
生きていることを暗示 してお り,彼は最後には雪に埋 もれて死ぬ。彼が
属 していた世界は北方のキ リス ト教機械文明の世界であった。ゆえに,
ロレンスは,北 方で生きたジェラル ドの生 き方を批判 しており,南 方へ
向か うことによって生き延びようとするバーキンを擁護 していると言え
る。 ロレンスの南方志向は,彼 がイタ リア,オ ース トラリア,メ キシ





次に,ロレンスの 「闇」の特質の2番 目のものすなわち 「光」 と 「闇」
の均衡 という二元論の思想について論 じてみよう。 この思想は,意 識 と
無意識 女 と男 という対立 にもつなが っている。『恋する女たち』 にお
いては,こ の対立がバーキンと二人の女性 との関わ りか ら描かれてい
る。バーキンは,最後にはアーシュラという女性 と理想的な関係を達成
して結婚す るのであるが,そ の前にハーマイオニー という貴族の女性 と
決別 しなければならない。ハーマイオニーは,自 意識の固まりであ り理






一方 ,ア ーシ ュラは,バ ー キ ンの求 め る新 しい男 女の関係 で ある 「星
の均衡 」(star-equilibrium)とい う思想 を受 け入 れ る ことにな る女性 で あ
る。 「星の均 衡」 とは,男 は純粋 な男 の極 とな り,女 は純粋 な女 の極 と
な って対置 され均衡 を保つ とい う思想 で あ る。 この時男 も女 も没 我 的
(impersona1)かっただ一つ の個(individuality)を得 てお り,相 手 を支配
した り服従 した りす るこ とのない 自由 な立 ち場 に ある。"impersonalyou"
と"impersonalme"は単 一 で あ るこ とに よ り自発 性 を確 立 で きる存在 で
あ る。単 一性(singleness)とは 自意識 古 い観 念 の放棄 を意味 す る。 そ











望みのものを手に入れるために全てを捨てなけれ ばならない」 と言 い,
彼女に 「最後のもの とは何?」 ときかれて,「わか らない 共にある
自由(freedomtogether)だ」(152 と答 えている。 「共 にある自由」 と
い うことは 「星の均衡」に喩えられている。
バーキンは時間に拘束されず気紛れである。 ブレダルビィでバーキン





切 り者で人間以下だ」 と思 う。 しか しバーキンの一見否定的な特徴 に
は,彼 が機械的な牢獄の生活には相応 しくないという意味が暗示されて
いる。機械は変化をしないし時間通 りであるから。アーシュラは,バ ー
キンの肉体には偉大な自由な感 じがあることを知 る。またジェラル ドも
バーキンと柔道を した時,彼 の体には見かけによらず(バ ーキンは病弱
な様子をしている)強 さがあることを知 って驚いている。バーキンの特
徴は,こ のような見かけによらない強 さである。彼はまた,ジ ェラル ド
が羨む動物のような自発性も持ち合わせている。動物は人間の退化を意
味すると同時に自然 さを意味する両面性の象徴 となっている。バーキン
とアーシュラは 「遠出」の章で,理 想的な愛の交わりをする。だが ここ
に至るまでに二人の間には絶えまない心の闘いがあった。バーキンは,
自分の求める星の均衡 という愛の形を彼女に説 くが,ま た現在の生活の
偽 りを説 くが,彼 女にはなかなか理解で きない。アーシュラは,愛 は全
てであるとい う古い愛の形 を求めている。彼女には男を所有 したいとい
う思い,ロ レンスが 「マグナ ・メイタ」7)と呼ぶ要素を持ってい る。彼






ハーマイオニーは支配欲 と服従欲を同時に持っている。 とい うより支






しか しアーシュラは他の女性 と異なってお り,その人物像には作者が
求める理想の女性像が重なっている。彼女は小説全体の腐敗の雰囲気の
中で,最 も新生の可能性が高い女性である。彼女の特徴 は,ハ ーマイオ
ニーの古 さと対比される若 さである。それは芽吹 く若枝や蕾に喩えられ
て,枯 れかかった木であるハーマイオニーと対比 されている。アーシュ
ラは花のように自然で春のように温かい金色の光を備えている。バーキ
ンはその金色の光に何度 も魅 了されるが,こ の光 こそ,彼 を暗黒の牢獄
か ら明るい澄んだ自由な大気の中へ導いて行 く道標 なのである。この金





アー シュ ラの温 か さは,腐 敗 の川 に属 す る人 々 つ ま りジ ェ ラル ド,
グ ッ ドルー ン,プ サ ム,ベ ル ドーヴ ァの炭鉱 夫 たち の冷 たさ と対比 され
てい る。 それゆ え彼女 は,チ ロルの雪山 の冷 た い美 しさには不 自然 さを
感 じ,バ ーキ ンに南方 へ行 きたい と言 う。 降 った ぼか りの雪 の純 粋 な 白
さと冷 たさは,彼 女 の魂 を絞 め殺 しそ うな気 が したの である。
バ ー キ ン とア ー シュ ラは,結 局,言 葉 に よ る一 致 は見 出せ な か った
が,二 人 の肉体 の結合 は,バ ー キ ンの求 め る 「星 の均衡」 に等 しい もの
で あ る。 「遠 出」 の章 で,ア ー シ ュ ラはハ ー マ イ オ ニ ーへ の嫉 妬 か ら
バ ー キンをひ ど く罵 った。 その激 怒にお いて彼 女 は 自我 を出 し切 った と
言 える。 その後 に二人 に は平和が訪 れ る。バ ー キンは もはや言葉 は い ら







「知」ではな くて,本 能的な 「知」であるため言葉では表せないのであ
る。バーキンは子宮の中の窮屈 さから生まれ抜 け出 してきたような気が
した。赤児は,こ のように新生 と自然 さの象徴である と同時に,プ サ
ム,ハ リディ,ジ ェラル ドが赤児や子供 に喩えられる時のように,未 熟
さと退化の象徴にもなるという両面性を持っている。
アーシュラの魂の中にも新 しい目が開かれた。 「遠出」の最後の方で,
二人の自動車の中の様子は 「彼女は彼の隣に座 り,星が何 も考えずに釣
り合いを保つがごとく,純粋な憩いに浸っていた」(319)と書かれてい
る。二人はこの時点で,バ ーキンが説 く新 しい愛の形を達成 していると
言 える。
一方,ジ ェラル ドは女を愛することができず,そ の人間関係は常に支
配 と服従である。均衡がない生き方なのである。彼 は人生の中心が何か
分か らない。女を人生の中心 と考えているバーキンがアーシュラと新生
を目指すのに反 して,ジ ェラル ドはグッドルーンと死に至る戦 いを繰 り
広げて行 く運命にある。彼にとって女は一時的に苦痛 を癒 して くれ る手
段 に過ぎない。彼がグッ ドルーンへ傾いていったのは,ク ライチ家を支
配する死の重圧から逃れるためであった。そのためグッ ドルーンと彼が
初 めて性交 した時も,彼 のみが満足を得て彼女には苦 しみが残 されたば
か りである。彼女 は彼の一部である 「死」を受け取る容器にすぎない。
二人の関係は 「永遠のシーソー遊び」であ り,均衡が得られないのであ
る。「狼」を トーテム とす るジェラル ド,氷の結晶に反射 された太陽光
線 のような北方型の美を代表 し,西欧近代機械文明を体現 した男性であ
るジェラル ドは,か くして最後 には死ぬ運命である。 それはジェラル ド






ロンである8)。例をあげると 「肉体 的理性」(318),「蜜でで きた闇に似
た最上の素晴らしい金色の光」(388)等がある。オクシモロンの多用が
ロレンスの小説理解を難解にす ると同時に,深 みを持たせ面白 くしてい
ると言える。
皿 黒い男の登場
キ リス ト教 では,父 な る神 と子 なる神 と精霊 は 同 じである とい う三位
一体説 が ある。 父な る神 は人 間 には姿 が見 えない。 そ して人間の姿 を し
たキ リス トが 父な る神の教 えを人間 に説 く,と い う形 があ る。つ ま りキ
リス トは神 と人間 との間 の仲 立 ちをす る人(theMediator)なので あ る。
一方,ロ レンスの作品で は 『カ ンガルー』 において 「黒い神 」が サマ ー
ズに よって唱道 され る9)。これ は明 白に キ リス ト教 と対 立 してい る こ と














キ リス ト教は 「愛の宗教」であ り,性愛は生殖のためのものである。
しか し 「黒い神」は 「恐怖の神」であ り,また 「性愛」を人間にとって
第一義的なもの とし,単 に生殖のためのものと限定 していない。「黒 い
神」は 「性愛讃歌」の宗教を司っている。ゆえにキ リス ト教 とは根本的
に異なっていて,ギ リシア ・ローマ神話において大勢の女神や妖精や人
間の女性 ・男性 を愛 した主神ゼウス(ジ ュピター)の 要素を持ってい
る。キリス ト教では神の子であるキリス トが人間に父なる神の言葉を教
えるのであるが,ロ レンスが信奉する 「黒い神」の言葉を人間に伝える
のは,人 間である 「黒い男」であるti)。キ リス ト教の神は,絵 画に描か
れていることから分かるように北方的 「白い神」であ り,キ リス トも白
く描かれている。キリス ト教の神 とロレンスの 「黒い神」を比較 して分
かるように,彼 は明白に反キリス ト教の立ち場か ら小説 を書き続 けてい
るのである。
「黒い男」 として初めて登場するのが 『恋する女たち』のバーキンで
あ り,その後 の小説では 『アルヴァイナの堕落』のチ ッチ ョ,『羽鱗 の
蛇』のラモンとシプリアーノ,『チャタレー卿夫人の恋人』のメラーズ,
『プ リンセス』の ロメロ,『太陽』の農夫,『処女 とジプシー』 のジプ
シー等である。
これらの 「黒い男」は髪が黒かった り皮膚が黒かったり,雰囲気が黒
かったりと 「黒いイメージ」に包 まれている。彼 らは官能的であり異教
的である。つ まり性愛の重要性を主張 している。彼 らは既存の価値観を
批判 したり,ま たはそれから離れた所に生きているとい う特徴を持って
いる。チッチ ョはジプシーであ り,ジ プシーは異教徒である。 ラモ ンと




り,森 を住処 としている森の精のように黒 く描かれている。彼 らはみん
な白人女性を本当の 「性の歓びを知 らない」ゆえに 「真の人生を生 きて
いない」状態から救い出そ うとしている。キリス トが人類を救い出そう
としたことに対 して,「黒い男」は 「白い女性」を救 い出そうとしてい
るのである。『恋する女たち』のバーキンは,性 交においてはタブー と
いうものを否定 している。そしてアーシュラもそれ に感化 されてい くの
である。
結論
『恋す る女たち』にはバーキンとい う 「黒い男」がロレンスの代弁者
として登場 し,ロ レンス神話の公式化が彼によって なされている。それ
は①北方的キリス ト教文明の 「冷た く白い世界」を拒否 して 「暖か く黒
い南方の世界」 を希求す る思想である。 また②バ ーキンは恋人で ある
アーシュラに 「星の均衡」の思想を説 く。 この思想 は,ロ レンスの二元
論を表わ してお り,男 女 という二元 を基にして 「光 」 と 「闇」,「生 と
死」「愛 と憎」「頭脳的知性 と本能的知性」,「意識 と無意識」 とい うよう
にいろいろな次元で対応するものである。ロレンス は,『恋する女たち』
においては,頭脳的知性 を優先 している現代のキ リス ト教合理的社会を
批判 しているが,最 終的には 『チャタレー卿夫人の恋人』で描かれるよ
うに,両 者の均衡を求めている。そして 「星の均衡」 という公式は,二
元論に関するロ レンスの最初のマニフェス トなので ある。③ 「黒い男」
はキ リス ト教のキリス トに対応する存在であ り,性愛 を信奉 して,「白
い女性」に真の官能の歓 びを教 えようとする。バーキンはロレンスの神



















(TheCambridgeEdition),pp.317-8.WomeninLoveからの,以 後 の 引 用 す






7)古 代 の ギ リ シ ア ・ロ ー マ 神 話 を 中 心 とす る 異 教 の 神 話 に 登 場 す る大 地
母 神 で あ る が,ロ レ ン ス は この 女 神 に 「支 配 す る女 性 」 と い う意 味 合
い を 込 め,作 品 中 で た び た び用 い て い る。
8)鈴 木 俊 次 ・有 為 楠 泉 編 著 『D.H.ロ レ ン ス と モ ダ ニ ズ ム の 作 家 た ち 』
(英宝 社 ブ ッ ク レ ッ ト,2003年)中 の 拙 論 「ロ レ ン ス の 『闇 』 と コ ン
ラ ッ ドの 『闇 』」p.54を参 照 の こ と。
9)拙 論 「D.H.ロレ ン ス の初 期 長 編 小 説 に お け る`TheDarkGod'の思 想 に
つ い て(1)一『白 孔 雀 』 と`TheDarkGod'一」(愛 知 大 学 文 学 会 『文 学 論
叢 』 第123輯,2001)pp.3-12を参 照 の こ と。
10)B.Steeleed.,KangaroobyD.H.Lawrence(TheCambridgeEdition,1994)pp.
134-5.
11)同 上,p.7.
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